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2024年9月に発表された「日本自動車工業会による自動車製
品のカーボンフットプリントガイドライン2024年版」では、例
えばガソリンエンジンの小型自動車におけるLCA CO2では、
走行時の排出量が全体の60%以上を占めると試算されていま
す。この走行時のCO2排出低減の有効な手法として、自動車の
電動化が進んでいます。また、その象徴ともいえるEVは、
モータ特有の出力特性による加速性能や静粛性をはじめ、自動
運転やインフォマティックスとの親和性の高さなどからガソリ
ンエンジン車とはまた異なる価値を提供しています。

今回、そのような自動車の電動化に関連する鉄鋼材料の技術

が紹介されています。構造材料としては、ガソリンエンジンか
ら機構や構造が変化する中でも、変わらず求められる高強度化
や省エネルギー化が重要です。また、適用が拡大しているモー
タにおいては、高効率化や小型化に必要な磁性材料としての高
性能化、省資源化なども重要です。このような紹介に触れ、電
動化の中でも変わらず重要な役割を果たし続ける鉄鋼材料の守
備範囲の広さと奥深さを改めて感じるとともに、それを可能に
している研究者・技術者の皆様のたゆまぬ努力に敬意を表した
いと思います。

 （T.T.）
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■継目なし銅鍛造品を採用
継目なし一体構造の鍛造製の坩堝本体の形状・寸法は非常に正確な精度を維持して加工されて
おります。

■高度な機能性
全体にわたっての坩堝の形状・寸法は均一かつ優れた熱伝導率や機械的な強度や軟水性あるいは
再結晶温度、さらには優れた硬度により、長寿命かつ安定的に稼働可能な坩堝です。

社の総販売代理店

KME社は2023年3月1日より新社名　　　　　社に変更となりました。
永年のご愛顧に感謝するとともに、今後とも何とぞ変わらぬご支援を
賜りますようお願いいたします。

社の鍛造製銅坩堝の優れた技術とは！社の鍛造製銅坩堝の優れた技術とは！
　　　　　社は顧客の優れた溶融技術に対応した高精度の坩堝を提供いたします。
しかも継目なし一体構造の鍛造製の坩堝は特許品の特殊合金エルブロデュールG（CuCrZr）で
作成されており、以下の様な特徴を兼備しております。
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